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平成２８年度 東広島市人権教育及び人権啓発推進審議会 会議録  １ 日 時   平成２９年３月１７日（金）10：00～11：00 ２ 場 所   東広島市役所 本館４階 会議室４０３ ３ 出席者 《 委 員 》門田会長、島岡副会長、久保委員、新谷委員、津森委員、槇原委員、弓場委員   《 事務局 》古川部長、沖田課長、中村係長、芥川主任主事、森田主任主事 ４ 欠席者 《 委 員 》奥村委員、小勝負委員、中本委員 ５ 資 料   別紙会議資料のとおり ６ 内 容  （１）議題１ 会長、副会長の選出について＜省略＞ （２）議題２ 事業報告について （３）議題３ 今後のスケジュールについて （４）その他 議事録 発言者 発言内容  部長     事務局    門田会長  事務局             門田会長  事務局  

 ＜開会挨拶＞  ＜会議録の公表について＞   審議会の会議録、資料、名簿をホームページで公開したいと考えています。  公開する会議録の中で、議事内容の透明性を確保するため、発言者の氏名も含め、原則公表したいと考えています。何かご意見はございますか。   プライバシーに関することは公表しないということでよいですか。   プライバシーに関わることについては公表しません。  （異議なしの声）  では、今回の審議会から公開することとします。  ＜配布資料の確認＞    それでは、本審議会規則第６条第 1 項により、議事の進行について、門田会長へお願いしたいと思います。門田会長、よろしくお願いします。   ＜議題２：事業報告について＞  では、はじめに議題１「事業報告」について、事務局から説明をお願いします。  【事務局説明】議題２ 事業報告（資料２、資料３）  
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 門田会長     門田会長   事務局         門田会長      門田会長  事務局  門田会長   門田会長   事務局  事務局     門田会長    槇原委員    事務局  

  ただ今の事務局の説明に対しまして、まず議題１の事業報告について何かご質問やご意見がございましたら発言をお願いします。  （意見なし）   人権教育・人権啓発指導者研修会やフェスティバルについて、参加者数はだいたい予定した通りだったのですか？  人権教育・人権啓発指導者研修会については、市職員の研修に位置付けているので、一定数の参加は見込めます。H２８年度は障害のある人の人権をテーマに実施しました。その前の年は LGBTをテーマに実施しました。毎年、当事者を含め、研修会のテーマに関心のある市民の方に来ていただいています。 人権フェスティバルについては、H２７年度については参加者数が少なかったのが反省点です。どんなに良い講演であっても来ていただかないと啓発になりません。そこで、今年度は子ども広場を初めて設置し、親子で人権に親しめるコーナーを設けました。それによって若干参加者が増えたというところです。   人数についてイメージができなかったので質問してみました。まあまあ人数は確保できているのではないかという印象です。   ＜議題３ 今後のスケジュールについて＞   続きまして、議題３「今後のスケジュール」について事務局から説明をお願いします。  【事務局説明】議題３ 今後のスケジュール（資料４）   ただ今の事務局の説明に対しまして、何かご質問やご意見がございましたら発言をお願いします。   今後の大きな予定が意識調査ということになるのでしょうが、これについては、 H２９年度の審議会で審議するのですか？   質問内容については、H３１年度からの審議会で諮らせていただく予定です。   できるだけ事務局でも内容を詰めさせてもらいたいのですが、今後、年に１度審議会を開催し、委員の皆様からのご意見をもらいながら作っていきたいと考えています。  ＜その他審議事項＞  それでは、本日予定しておりました議事の全てが終了いたしました。 予定の終了時刻まで時間がありますので、他に委員の皆様から御意見、御質問等がございましたら、お伺いしたいと存じますが、いかがでしょうか。   インターネットによる人権侵害が問題になっていますが、これをどう対応していくのかが行政としての課題となっています。事務局からこのような方法で対応するというものがあれば。   インターネットによる人権問題は、法務局が示している重要な人権課題の項目の一つとなっています。たとえば２年前にあったのですが、市の方に「このような書き込みが
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ある」という連絡を受けた際、法務局と連携して、書き込みを削除する手続きを行おうとしたことがあります。ただ、どこまで載ったら対応できて、どこまでなら踏め込めないという判断が難しいということでした。今後も課題として取り上げていかないといけないと考えています。  加害者が誰かわからないので、従来の人権侵害とは比にならないくらい難しい。  今度の意識調査に何らかの形で反映させる必要があるのでは？  実際に市が対処してきた事例があるのですか。    あります。法務局とも話をして、市から削除依頼ができるものについては削除しましょうという話をしたことはあります。   条例の整備を行う予定は。   今のところ、その話はしておりません。   市がすぐに事務局で回答できないものについては、文書等で回答することになっておりますので予めご了承ください。  子ども達の世界でもインターネットや SNSを使う子が増えています。スマートフォンだけでなく、ゲームのようなものでも通信機器になっていてメールを送ったりすることができます。小中の連絡協議会の中では、禁止ではなく、人の気持ちを傷つけるようなものについてはマナーやモラルを育成していくという点で、小中で連携して進めていく方針です。実際、子どもたちがスマートフォンを持っているわけではないが、保護者がスマートフォンで情報のやりとりをしていることがあるので、それを使って子どもたちがやりとりをすることも考えられます。保護者がその内容を把握していないケースもあるので、子ども達だけでなく保護者も含めて取り組まなければならないと考えています。  人権擁護委員の方では、昨年、インターネットによる人権問題の啓発をしようということで NTT の職員に中学校の授業に入ってもらう取組をしたところがありました。今年もその点を重点的に取り組んでいきたいと考えています。今は、中学校を対象としています。   先ほど新谷委員の話にありましたが、河内小学校もノーメディアの取組をしています。大変難しいと思っていたが、７割の子どもが守れていると聞きます。市の PTA連合会も、ノーメディアチャレンジというものをやっています。これが有効だと思うのは、みんながスマホやゲームを使っていたら、内容について話をすることはあっても、「使うことがどうなのか」ということについての話にはなりません。しかし、使わない日を設けることによって、「使うことがどうか」という話を家庭の会話になるケースが増えてくると考えられます。このような取組は、できればすべての小中学校で実施したいです。   啓発活動でインターネットの問題に取り組まれる予定はどうでしょうか。  H２３年度の人権教育・人権啓発指導者研修会でインターネットの人権侵害を取り上げたことがあります。指導者研修会ではいろいろな問題を取り上げないといけないのですが、内容がわかりやすく、簡単に配れるリーフレットがあるので、事あるごとにそういうものを配布して啓発できたら良いと思っています。 特に、インターネットは大人だけでなく子どもも使っているので、人権侵犯についての件数は減ってきているが、インターネットについての人権侵害は全国的に増えているという状況です。重要な課題であると認識しています。  
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 今の話を聴いていると、大人もさりながら子どもの世界でどう対処していくかが問題となっているようです。  今後、この問題について重点的に取り組んでいくと共に、審議会でも話題にしていきたいと思います。その他、ご意見があれば。   大変貴重なご意見をいただきました。研修会やフェスティバルについてのテーマも、いろいろ議論をしながら、何が重要なテーマなのかを含めてこれから検討させていただきたいと思いますのでよろしくお願いします。   他にございませんか。   先ほどの事務局からの説明の中で、人権啓発推進基本計画を改訂する背景として、震災に起因する人権問題という話がありましたが、これは福島原発の関係ということですよね。市内や近隣でもそういった問題が実際にあるというのは把握されているのでしょうか。   県内では把握してないですが、子ども達は、「言ってはいけない」と思って黙っているという深刻な状況があります。 昨日法務局の支局長さんと話をすることがありましたが、法務局が行っている「ミニレター」があります。それを使って、本当に深刻な手紙を書いて大人に発しています。そしてそれをきちんと返してもらえるということで子どもの心が満たされます。子ども達が我慢しているところもあるので、家庭や学校で相談しにくいことも、相談できる場があるということを積極的に啓発して、安心して学校生活を送ってもらえるようにしていきたいです。   ＜閉会＞   委員の皆様方には、長時間にわたり御審議いただき誠にありがとうございました。 これをもちまして、平成 28 年人権教育及び人権啓発推進度審議会を閉会します。      門田会長には、長時間にわたって議事進行をしていただき、また、委員の皆様には、ご審議をいただき誠にありがとうございました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。本日はどうもありがとうございました。    


